
第3期中期目標期間（４年目終了時）の
業務の実績に関する評価で最高評価を受けました！

第３期中期目標期間（４年目終了時）の業務の実績に関する評価とは？
 国立大学法人等は、中期目標期間の業務の実績について評価を受けることが定

められている（国立大学法人法第31条の２、第31条の３）。
 第３期中期目標期間は平成28年度～令和３年度であり、第３期４年目（令和元

年度）までの４年間の業務の実績に関する評価が行われることとなっている。

本学は、第３期中期目標期間
(４年目終了時評価)に係る業務の
実績に関する評価において、すべ
ての項目で「順調」以上の評価を、
特に「財務内容の改善」の項目で
「特筆すべき進捗状況にある」と
の最高評価を受けました。
今後とも学⽣及び保護者の方々

を始めとする関係者の期待にお応
えできるよう、さらなる教育研究
の質の向上に取り組んで参ります。
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「特筆すべき進捗状況にある」と評価された活動
～琉球大学基金造成計画に基づく取組～

➢ 寄附金を活用した人材育成の取
組の一つとして、平成29年度に
創設した学⽣の国際交流支援のた
めの琉球大学QUEST基金（３億
円）を財源に、平成30年度から
令和元年度の２年間で留学⽣45
名に対し、総額3,176万円を支援
している。

➢ 「琉球大学基金造成計画」に基づ
き、琉球大学基金のリーフレット
作成及び基金ウェブサイトの充実
等の取組を行うとともに、学長の
トップセールス等による広報活動
を強化した結果、海外の沖縄県系
人等からの寄附獲得につながって
いる。

同QUEST基金を財源に、学⽣に
対しても、平成30年度から令和元
年度の２年間で229 名に総額
6,068万円を支援した。
【令和元年度の支援内容の一例】
〇短期交換留学⽣支援
〇海外短期研修プログラム支援
〇英語能力試験の受験料支援



「特色ある点」と評価された教育活動
～新型コロナウイルス感染症による影響下の教育～

➢ 新型コロナウイルス感染症による影響下においても、学⽣の学習機
会を確保するため、LMS（Learning Management System）を活用
した授業のオンデマンド配信及び遠隔授業（双方向、ハイブリッド
型含む）の実施、ノートPCやWi-Fiルーターの無償貸与、Wi-Fiのア
クセスポイントが設置されている教室の開放等を行っている。

令和２年度に沖縄セルラー様より
琉大留学⽣へタブレット端末を無償貸与

令和２年度に学⽣調査の結果から
遠隔授業を支援するガイドブックを作成



「特色ある点」と評価された教育活動
～COIL型教育＊を通じた海外との連携強化～

➢ ＊COIL型教育とはICTを用いてオンラインで海外大学との交流を行
う教育手法の事。

➢ 平成30年度文部科学省の大学の世界展開力強化事業に太平洋島嶼地
域13大学（ハワイ大学、グアム大学、パラオ地域短期大学等）との
教育連携によるCOIL型教育を活用した太平洋島嶼地域の持続的発展
に資するグローバルリーダーの育成が採択された。

➢ 同事業では、平成30年度に米国、パラオ共和国、ミクロネシア連邦
から６名、令和元年度に米国やマーシャル諸島共和国から６名の留
学⽣を受け入れ、COIL型教育の授業科目を受講させる等のプログラ
ムを実施している。

オンラインディスカッションの様子


